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外大に在籍しているというだけで、よく世間さまが誤解なさることが二つある。
一つは「国際派なんだね」というもの
＊。世界中を飛び回り、軽やかにコミュニケー
ションを楽しむコスモポリタン像を心に思い描かれるもんだから、とうぜん海外旅行はお手のものだと思われている。しかし自慢じゃありませ が、私はフィールドである東アジア圏以外の国に足を踏み入れたことは、あま ない。滞在国の数を競えば、旅 好きの親戚 おばさんに大負けだ。だって、別に旅自体が好きなわけじゃないしぃ～。
というか、知らない国を転々と回るよりも、その国で生活したいのよ。 「理論研究
は鳥の眼、地域研究は蟻の眼」 （＠ＡＡ研のＭ理事）というが 自分が選んだのは明らかに後者。それには二〇代 半ばで初めて香港を訪れたことが影響している。
一九八六年六月のこと 当時の香港は中国の対外開放の最前線であるとともに、
前年のプラザ合意を受けて産業構造自体が大きく転換する節目の年だっ 。しかし四月に大学院を卒業したばかりの自分に 、そんな大きな変化はアウトオブ眼中、ひたすら人生初の海外出張を無事 終え ことだけを祈っ いた。
実は、一人で自由に（または気 合う人と）好きなところに行くばかりが旅じゃ
ない。むしろ外大卒業生 場 、気 使う上司や手のかかる部下と一緒 、好きでもないところに行って成果を出さねばならぬ「海外出張」が渡航回数の大半を占めるであろう。私も例外ではなく、就職して二か月もたたないうちに、外 卒で中国語ができるからという理由 、経産省 ら天下った再就職 てこられた理事のお供で、いきなり華南の旅に抛
ほう
りだされたのであった。
まず直面したのは、香港で使用される言語が大学で習った北京語では く、広東
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語だったことである。当時は今よりも北京語が普及しておらず、通訳としてはまるで役に立たなかった。しかも薄手のスーツしか用意していなかったら、訪問先のオフィスはどこも冷凍庫のように底冷えがする。三〇分も座っていると、寒さで指が痺れてノートがとれない。 「熱い国ほど冷房がきつい」の法則が骨身に染みた。そして、いったん外 出ると、こんどは湿気と熱気に加えて騒音と排気ガスが押し寄せ、不快指数メーターが振り切れそうにな
もうこんなとこヤダ！
　多少不便でも、北京語の通じる中国大陸に行きたいよ
う！
そう心のなかで叫んでいたら、理事が屋台でアイスを買ってくれた。当時の日本
では見かけないマンゴー味で、疲れた心身に激ウマ。と同時に、理事が広東語で注文したことに気づ た。Ｋ理事曰く「私は東外大の中国語卒でね。あと一〇年前には香港領事もやっていたのですよ」 （そ 、も 早く言って！） 。
それから冷房のゆるい庶民的な食堂 、Ｋ理事の体験した香港の歴史を教わった。
短い時間だったが、どんなガイドブックにも研究書にもない物語で、生活しないとこの都市の魅力はわからないと痛感した。こうし 自分 地域研究に傾いたわけだが、最後に香港を描い 「蟻の視点」の傑作として、山口文憲の『香港
 旅の雑学
ノート』
（新潮文庫、一九八五）
を挙げたい。金にうるさく愛想の悪い香港人のカッコ
よさを、これほどストレートに描いた作品はない。今の中国に通じる「華人 美学」を満喫してほしい。
 
＊もう一つは、いわずと知れた﹁英語ができる﹂ですね！
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